
〜
市
内
の
サ
イ
レ
ン
を
一
斉
に
午
前
９
時
か

ら
吹
鳴
し
ま
す
〜

　
市
で
は
８
月
26
日
（
日
）
に
真
野
漁
港
多

目
的
広
場
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
当
日
は
、
午
前
９
時
に
市
内
の
サ
イ
レ

ン
を
一
斉
に
30
秒
間
連
続
１
回
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
火
災
等
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご

注
意
願
い
ま
す
。

 

ま
た
、
訓
練
会
場
で
は
多
く
の
関
係
機
関

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
ほ

か
、
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
防
災
車
両
・
用

品
等
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
ご
一
緒
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
26
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

会
場
　
真
野
漁
港
多
目
的
広
場
（
佐
渡
市
豊

田
地
内
）

主
な
訓
練
内
容

・
被
害
調
査
訓
練

・
応
急
救
護
所
設
置
訓
練

・
海
上
救
出
訓
練

・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験

・
は
し
ご
車
試
乗
体
験

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
展
示

※

ほ
か
に
も
多
数
の
訓
練
や
展
示
を
行
い
ま
す
。

※

炊
き
出
し
訓
練
の
サ
バ
イ
バ
ル
フ
ー
ズ
を

ご
試
食
い
た
だ
け
ま
す
。

（
お
願
い
）

　
訓
練
当
日
は
、
会
場
周
辺
に
お
い
て
航
空

機
お
よ
び
車
両
を
使
用
し
た
訓
練
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
騒
音
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
　
防
災
危
機
管
理
室
防
災
安

全
係
☎
63―

５
１
３
５

　
電
気
メ
ー
タ
ー
の
検
針
時
、
犬
に
か
ま
れ

る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
夏
場
に
飼
い
犬
の
つ
な
ぎ
場
所
を
変
え
る

場
合
は
、
安
全
確
保
の
た
め
、
次
の
内
容
に

つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
飼
い
犬
に
は
必
ず
引
き
綱
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

○
検
針
時
に
は
、
つ
な
ぎ
場
所
を
メ
ー
タ
ー

や
玄
関
・
ポ
ス
ト
付
近
か
ら
移
動
し
て
く

だ
さ
い
。（
毎
月
の
検
針
日
は
「
電
気
ご
使

用
量
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

○
定
期
的
に
、
引
き
綱
・
鎖
・
首
輪
切
れ
、

つ
な
ぎ
個
所
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０―

１
７
５―

４
６
６

お
　
知
　
ら
　
せ

愛
犬
家
の
皆
さ
ま
へ

東
北
電
力
か
ら
の
お
願
い

佐
渡
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
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下水道等 新規接続支援  使用料 最長12か月全額免除！
使用料全額免除制度の内容（平成24年4月から実施中）

免除の対象　次のすべてに該当する方が対象です。（官公庁を除く）

・平成24年4月1日以降、新規に下水道への接続を完了する方

・下水道供用開始の告示（下水道本管整備完了の日）から３年以内に

　接続を完了する方

・市税などの滞納がない方（水道使用料、下水道受益者負担金・分担金を含む）

免除の申請　

　排水設備工事完了届出書を提出するときに、必ず免除申請書を提出してください。

免除が受けられる期間　

　接続完了後、初めて使用料が発生する月から12か月が免除対象期間です。

　注意！ 申請書の提出が遅れると、免除の期間が短くなります。

特例措置　

平成24年度に限り、供用開始（下水道本管整備完了の日）から３年を経過していても「今回新規に接続」する

方は、免除の対象とします。

是非この機会に一度、実際に自宅の汚水の排出先を見てください。

　川の水は、田畑の農作物に、海への水は魚介類に、すべては佐渡市民の皆様の宝物です。

ご相談・お問い合わせ　市役所上下水道課　庶務係（真野行政サービスセンター内）☎55―3115



　　
県
で
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
役
立
つ
情
報
誌

「
新
潟
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
」
お
よ
び
「
新
潟
生

活
」
を
定
期
的
に
発
行
し
、
ご
登
録
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
方
の
ご
自
宅
へ
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　
県
内
企
業
の
採
用
動
向
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
等
の
お
知
ら
せ
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
先
輩
の

体
験
談
、
新
潟
の
豊
か
な
暮
ら
し
や
魅
力
的

な
仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
か
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ニ
イ
ゲ
ッ
ト
」
ま
た
は
、
新
潟
県 

県
民
生
活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　

新
潟
県
県
民
生
活
課
企
画
係
　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
１
２
（
直
通
）

〒
９
５
０
―
８
５
７
０
新
潟
市
中
央
区
新
光

町
４
―
１
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.n
iig
e
t.jp

も

し
く
は
「
ニ
イ
ゲ
ッ
ト
」
で
検
索

※
県
外
に
進
学
、
就
職
等
し
て
い
る
お
子
さ

ん
を
持
つ
保
護
者
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
お
申
し
込
み
に
な
れ
ま
す
。

　
勤
務
地
が
新
潟
県
内
の
企
業
が
参
加
す
る

合
同
企
業
説
明
会
で
す
。

日
時
　
８
月
22
日（
水
）午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場
　
朱
鷺
メ
ッ
セ 

２
Ｆ 

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

対
象
　
平
成
25
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定

者
、
平
成
22
年
３
月
以
降
大
学
等
卒
業
者

参
加
企
業
　
50
社
（
予
定
）

※
参
加
企
業
等
詳
細
は
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た
２
０
１
３
で
検

索
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.n
iig
a
ta
.lg
.jp
/ro
se
ik

o
y
o
/1
2
6
1
6
8
8
5
1
8
5
3
9
.h
tm
l

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部
労
政
雇
用
課
　
雇

用
対
策
班
　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
７
０

　
個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の
納
税
通
知
書

が
８
月
９
日
（
木
）
に
発
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
税
に
つ
い
て
は
安
全
で
便
利
な
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
自
動
車
税
も
口
座
振

替
納
税
が
で
き
ま
す
。

　
申
込
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、
新
潟
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
県
税
の
窓
口
（
県
税
の
納
税
）
」

h
ttp
://w

w
.p
re
f.n
iig
a
ta
.lg
.jp
/ze
im
u
/

k
o
za
.h
tm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部

☎
74
―
３
２
７
３
ま
た
は
３
３
１
０

　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
、
大
学
・
短
期

大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
の
学
生
を
対
象

に
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
２
等
と
高
速
船
あ
い
び

す
の
運
賃
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
島
発
・
本
土
発
の
ど
ち
ら
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
佐

渡
航
路
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者
　
大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・
専

門
学
校
の
学
生

割
引
運
賃
（
片
道
）

○
両
津
〜
新
潟
（
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
２
等
）

　
　
１
６
２
０
円
（
通
常
２
４
４
０
円
）

○
小
木
〜
直
江
津
（
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
２
等
）

　
　
１
７
５
０
円
（
通
常
２
６
５
０
円
）

○
赤
泊
〜
寺
泊
（
高
速
船
あ
い
び
す
）

　
　
１
８
８
０
円
（
通
常
２
８
８
０
円
）

※
12
月
31
日
ま
で
の
運
賃
で
す
。
平
成
25
年

１
月
１
日
以
降
は
、
運
賃
が
改
定
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
、
自
動
車
・
二
輪
車

航
送
は
割
引
対
象
外
で
す
。

手
続
き
　
各
港
の
窓
口
に
ご
自
身
の
学
生
証

を
提
示
し
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
学
生
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
汽
船
（
株
）
両
津
総

合
案
内
所
（
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

☎
27
―
５
６
１
４

　
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
が
取
り
扱
っ

て
い
た
佐
渡
市
に
本
店
、
主
た
る
事
務
所
等

を
置
く
会
社
や
法
人
の
役
員
変
更
等
の
登
記

の
申
請
に
関
す
る
事
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
24
年
１
月
30
日
（
月
）
か
ら
新
潟
地
方

法
務
局
法
人
登
記
部
門
に
お
い
て
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
会
社
や
法
人
の
次
の
事
務
に
つ
い

て
は
、
佐
渡
支
局
に
お
い
て
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

①
登
記
事
項
証
明
書
お
よ
び
印
鑑
証
明
書
の

交
付
に
関
す
る
事
務
（
動
産
・
債
権
譲
渡

登
記
に
係
る
概
要
記
録
事
項
証
明
書
の
交

付
事
務
を
含
む
。
）

②
印
鑑
届
お
よ
び
改
印
届
に
関
す
る
事
務

（
登
記
申
請
と
同
時
に
届
け
る
場
合
を
除
く
。）

③
印
鑑
カ
ー
ド
の
交
付
お
よ
び
廃
止
に
関
す

る
事
務

④
電
子
認
証
に
関
す
る
事
務

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門
　

☎
０
２
５
―
２
２
６
―
０
９
５
５
（
直
通
）

〒
９
５
１
―
８
５
０
４ 

新
潟
市
中
央
区
西
大

畑
町
５
１
９
１
番
地

お
　
知
　
ら
　
せ

新
潟
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
誌
の
無
料
送
付

県
外
に
進
学
等
さ
れ
た

お
子
様
を
持
つ
皆
さ
ま
へ

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た
２
０
１
３

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
８
月
31
日（
金
）で
す

佐
渡
航
路「
大
学
生
等
応
援
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
中
で
す

会
社
・
法
人
の
登
記
事
務
の

取
扱
庁
変
更
に
つ
い
て
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古代オリエント博物館の所蔵実物資料を中心に、教科書で必ず取り

上げられる古代オリエントの世界を風土、生活、信仰、技のさまざま

な側面から実感してもらう展覧会です。

会期　9月22日（土）～11月11日（日）
時間　午前9時30分～午後5時（観覧券の販売は午後4時30分まで）
場所　新潟県立歴史博物館　企画展示室
休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
観覧料　一般700円(560円)、高校・大学生500円(400円)、中学生以下無料
　　　　※（ ）は20名様以上の団体料金　常設展観覧料は免除。

関連イベントも多数あります。詳しくは、お問い合わせください。

◆新潟県立歴史博物館　☎０２５８―４７―６１３0

新潟県立歴史博物館　秋季企画展
「古代オリエントの世界―エジプト・メソポタミア・ペルシア―」



　　
市
営
住
宅
　

◆
沢
根
田
上
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
沢
根
１
９
５
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
２
万
１
８
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
２
７
０
０
円

◆
青
木
第
２
住
宅
（
新
穂
）

　
所
在
地
　
新
穂
青
木
３
１
６
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
５
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
８
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
６
５
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
９
３
０
０
円

◆
青
柳
寺
住
宅
（
佐
和
田
）

　
所
在
地
　
中
原
３
１
３
番
地
１

　
規
　
格
　
中
層
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
56
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
１
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
５
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
４
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
吉
井
第
２
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
吉
井
本
郷
７
２
８
番
地
７

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
６
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
４
万
２
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
一
戸
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法

　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ
、
申

請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　
８
月
31
日
（
金
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日

　
９
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ
り
期
間
が
延
び

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項

　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
市
内
在
住
親
族
の
連
帯
保
証
人
２
名

　（「
県
営
住
宅
」は
１
名
）

○
敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課
　
住
宅
係
☎
63
―
５
１
１

８
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
④
」
に
加
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条
件
に

該
当
す
る
こ
と
。

・
沢
根
田
上
住
宅
、
青
木
第
２
住
宅
、
お

り
と
住
宅
、
青
柳
寺
住
宅
「
⑤
」

・
吉
井
第
２
住
宅
、
真
浦
団
地
「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、
公

租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が

い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21
万
４
０
０
０

円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種
控

除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万
８
０

０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円
以
下
で

あ
る
こ
と

市報さどや市ホームページに広告を掲載しません
か！　会社やお店の宣伝に、ぜひご利用ください。
　

掲載に関するご相談は
市役所総務課　広報広聴係　☎63－3111
※掲載希望月の前月10日までにご連絡ください。

有料広告募集中

市報さどの場合　1回につき
　・60mm×57mmの枠 ・・・10,000円
　・60mm×87mmの枠 ・・・15,000円
　・60mm×176mmの枠 ・・ 30,000円

市ホームページの場合　1か月につき
　・トップページ　1枠 ・・・10,000円
　・その他のページ1枠 ・・・5,000円

お
　
知
　
ら
　
せ

主催　佐渡市小学校教育研究会
　　　佐渡市中学校教育研究会
　　　佐渡市立理科教育センター
　　 「青少年のための科学の祭典」
　　　　　　　新潟大会実行委員会
　　　(財)日本科学技術振興財団
　　　　　　　　　　　科学技術館
後援　文部科学省 他
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未来に繋がる国際交流を！
　佐渡へ文化教育研修に訪れていた台

湾 新北（しんぺい）市の太鼓集団「八

番青少年鼓坊」一行が、7月11日、市長表敬訪問のため市役所を訪れました。一行の代表である許（きょ）氏は、

台湾の物品や新北市長からの信書を甲斐市長に手渡し、「今回初めて来させていただいたが、この素晴らしい島と

の交流を今後もぜひ続けたい。私たちの生まれ育った街にも遊びにいらしてください。必ず大歓迎いたします。」

と伝えました。これを受けて市長は「今後も人と人との交流を続けたい。佐渡を徹底して宣伝していくためにも、

ぜひ検討させていただきたい。」と述べ、固く握手を交わしました。

　一行はその後、両津吉井小学校を訪れ、６年生の英語の授業に参加し、英語でお互いの自己紹介やゲームを通して

子どもらしいにぎやかな交流を行いました。また、全校児童との文化交流会では、両津吉井小の伝統ある鼓笛隊が披

露され、台湾の子どもたちは太鼓を披露しました。それぞれの演奏に会場内は終始大きな拍手で包まれました。一行

を迎え入れた本多アヤ子校長は、「子どもたちにはいろいろな国の人と交流してほしい。自分たちの思いをしっかり相

手に伝えるということを学び、また、お互いの違いを認め合えるような子に育ってほしい。」と語っていました。

「はやぶさ」の艦内をぐるっと
　6月23、24日の2日間、全長50．1メー

トルの海上自衛隊艦艇「はやぶさ」が、

両津港中央ふ頭で一般公開されました。

　艦を実際に運転する場所である艦橋

では、操縦席に座った子どもたちがた

くさんの操舵操縦装置に目を輝かせて

いました。

小木地区にぎやかに！
　小木みなと公園で6月3日、「佐渡小木たらい

舟・さざえ祭り」が行われました。　　

　当日は晴天に恵まれましたが、風の影響で波が

あり、午後に予定されていた「たらい舟競漕」は

中止となりました。

　会場内は、ステージでの芸能披露や地元の特産

品販売等でにぎわい、「1回100円 さざえのつかみ取り」も大人から子どもまで大好評でした。

茅の輪まつりが行われました
　6月30日、小木地区の木崎神社と琴平神社で「茅の輪まつり」が

行われました。神社に飾られた大茅の輪を男性が左周り、女性が右

周りに３回くぐり、半年分の穢

れを落とし、無病息災をお祈り

する行事です。初夏の風物詩と

されるお祭りに、浴衣姿の方も

見られ、友人同士や家族など多

くの方が訪れ、にぎわっていま

した。

佐渡市消防大会が開催されました
　7月1日、佐渡市消防本部で、第９回佐渡市消防大会が開催されました。

　ポンプ操法競技会では、小型ポンプ操法の部に８チームが出場

し、日頃の訓練の成果を競い合いました。

優　勝　南佐渡方面隊第９分団本間班
準優勝　南佐渡方面隊第９分団本田班
第３位　中央方面隊第２分団第６部

一人一人と握手を交わす甲斐市長 真剣に聞き入る両津吉井小の児童たち太鼓演奏を披露する台湾の子どもたち

けが
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地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す



　
６
月
20
日
（
水
）
に
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン

タ
ー
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
順
化
ケ
ー

ジ
に
お
い
て
、
第
７
回
目
と
な
る
放
鳥
に
向

け
て
の
順
化
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
訓
練
を
開
始
し
た
個
体
は
、
オ
ス
３
羽
、

メ
ス
15
羽
の
合
計
18
羽
で
、
飛
翔
や
採
餌
等

の
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
３
か
月
程
度

の
訓
練
期
間
を
経
て
、
９
月
下
旬
頃
に
放
鳥

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
６
月
に
実
施
し
た
第
６
回
放
鳥
の
個
体
と

あ
わ
せ
て
、
野
外
の
ト
キ
の
個
体
数
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
普
段
見
慣
れ
な
い
場
所

（
特
に
国
中
平
野
・
羽
茂
平
野
以
外
）
で
ト

キ
を
見
か
け
た
場
合
、
お
気
軽
に
ト
キ
交
流

会
館
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

：

０
１
２
０
―
９
８

０
―
５
５
１
）
へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
巣
立
っ
た
後
の
幼
鳥
の
様
子

　
今
年
、
佐
渡
で
は
３
組
の
ペ
ア
か
ら
８
羽

の
ひ
な
が
誕
生
し
、
全
て
の
ひ
な
が
巣
立
ち

ま
し
た
。
幼
鳥
は
地
上
に
降
り
、
親
鳥
と
と

も
に
エ
サ
を
と
る
様
子
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
下
、
７
月
中
旬
に
お
け
る
幼
鳥
の
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
１
組
目
の
ペ
ア
の
幼
鳥
３
羽
】
近
く
の
親
鳥

以
外
の
成
鳥
と
合
流
し
て
一
緒
に
行
動
し
た

り
、
幼
鳥
の
み
で
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
も

多
く
、
行
動
範
囲
も
広
が
っ
て
い
る
。
自
力
で

エ
サ
も
と
れ
る
よ
う
に
な
り
、
親
か
ら
の
給

餌
は
観
察
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

【
２
組
目
の
ペ
ア
の
幼
鳥
３
羽
】
最
初
に
巣

立
ち
し
た
ひ
な
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
が
、

そ
の
後
無
事
に
親
等
と
合
流
し
た
。
幼
鳥

３
羽
は
、
自
力
で
エ
サ
を
と
る
様
子
も
頻

繁
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
親
鳥
と
と
も
に

他
の
群
れ
と
同
じ
ね
ぐ
ら
を
利
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
水
田
で
拾
得
さ
れ
た
幼
鳥
の
風

切
羽
を
用
い
て
、
佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ

ー
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
性
別
判
断
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
最
初
に
巣
立
っ
た
１
羽
の
幼

鳥
が
メ
ス
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

【
３
組
目
の
ペ
ア
の
幼
鳥
２
羽
】
巣
の
あ

る
林
の
近
く
の
水
田
で
、
親
鳥
と
エ
サ
を

探
し
た
り
、
自
力
で
エ
サ
を
と
っ
た
り
す

る
様
子
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

　
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　
☎
24
―
６
０
４
０

　
第
７
回
ト
キ
放
鳥
に
向
け
て
訓
練
開
始

（「幼鳥2羽」写真：環境省提供）

ひ
し
ょ
う

■第87回謙信公祭　
　戦国の名将・上杉謙信公の武勇と遺徳を偲び開催される祭り。武禘式（ぶていしき）
や出陣行列、川中島合戦の再現など戦国絵巻さながらの迫力と臨場感で見る人を魅
了します。
　また、今年は「戦国サミットin越後上越～戦国武将・ご当地グルメ合戦～」を初開催します！
　日時　8月25日(土)・26日(日)
　会場　春日山城跡・春日山城史跡広場ほか　※公共交通機関をご利用下さい。
■越後上越　謙信公と春日山城展
　上杉謙信公や春日山城を紹介する企画展です。龍の如く駆け抜けた謙信公の生涯を、タッチパネル等で詳しく紹介し
ます。ゲーム感覚で楽しめる「激闘！川中島の戦い」も新設。歴史エンターテインメントをご堪能ください。
　日時　平成24年3月16日（金）～平成25年3月31日（日）　年末年始12月29日～1月3日を除き毎日開催
　会場　上越市埋蔵文化財センター（上越市春日山町1-2-8）
　料金　入場料無料
■上越市立水族博物館
　マゼランペンギンの飼育数が100羽と日本一のペンギンランドや、約40種2,000匹
の魚が回遊している「マリンジャンボ」など、上越市立水族博物館は見どころがい
っぱい！夏季特別展期間中は、毎日1日5回イルカショーを開催！
　夏季特別展期間　7月14日(土)～8月19日(日)
　料金　大人1,200円、小・中学生500円、幼児300円　※夏季特別展期間以外は別料金
　お問い合わせ　上越市立水族博物館　☎ 025－543－2449
　　　　　　　 （JR直江津駅から徒歩で15分、上越ICから車で10分）
　ホームページ　http://www.city.joetsu.niigata.jp/site/sea-museum/

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

93
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集客プロモーションパートナー都市・上越市からのお知らせ

上越市の観光に関するお問合せ：上越市観光振興課　TEL025－526－5111
上越市観光ホームページ　http://www.city.joetsu.niigata.jp/site/kanko/

今年の夏もぜひ謙信公のふるさと・上越市へ！
　佐渡市と上越市は両市の更なる交流人口の拡大と集客を目指して「集客プロモーションパートナー都市
協定」を締結し、集客に向けたＰＲ活動をお互いに支援する取り組みを行っています。



　
そ
れ
ぞ
れ
の
坑
道
ご
と
に
、
坑
内
に
出

入
り
す
る
人
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
番

所
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
敷
地
は
、
石
垣

を
積
み
上
げ
た
長
崎
塀
や
柵
で
囲
い
込

み
、
役
目
の
も
の
が
昼
夜
詰
め
て
い
ま

す
。

 

番
所
に
は
、
水
風
呂
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
坑
内
か
ら
戻
っ
て
き
た

役
人
が
入
る
も
の
で
、
一
説
に
は
鉱
石
な

ど
を
無
断
で
持
ち
出
し
て
い
な
い
か
改
め

る
た
め
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
中
央
の
土
間
に
木
が
渡
さ
れ
て

お
り
、
番
所
を
出
入
り
す
る
者
は
、
必
ず

ま
た
が
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
も
、
内
腿
な
ど
に
鉱
石
を
挟
ん

で
い
な
い
か
確
認
す
る
た
め
で
す
。

 

江
戸
時
代
初
期
の
記
録
で
は｢

鏈
（
く
さ

り
）
ぬ
す
人
な
ど
・
・
・
は
た
も
の
に
か

け(

磔)｣

と
あ
り
、
厳
重
な
警
戒
の
ほ
ど
が

う
か
が
え
ま
す
。

 

ま
た
、
番
所
に
は
、
留
木
蔵
や
炭
蔵
な

ど
が
あ
り
、
坑
内
で
必
要
な
物
資
を
管

理
・
支
給
し
て
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
鍛

冶
場
で
使
う
炭
は
、
外
海
府
の
村
々
か
ら

炭
座
役
所
が
直
接
買
い
う
け
、
定
め
ら
れ

た｢

炭
廻
し
桶｣

で
計
量
し
て
支
給
し
て
い

ま
し
た
。

　｢

炭
廻
し
桶｣

は｢

越
中
樽｣

と
も
い
い
、
上

部
内
側
の
直
径
が
１
尺
５
寸
、
底
の
内
側
が

１
尺
１
寸
、
深
さ
が
１
尺
８
寸
で
、
桶
の
廻
り

に
は
役
所
の
焼
印
が
押
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
桶
で
炭
を
４
杯
と
７
分
目
入
れ
る
と｢

正

一
俵｣

と
し
て
、
鍛
冶
頭
へ
渡
し
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63―

５
１
３
６

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く(

10)

　
　
　
　
　
　
　
―
四
ツ
留
番
所
―

四ツ留番所。座敷では山方役・番所役･目付役が目を

光らせている。（｢佐渡銀山往時之稼行絵巻｣より）

　
投
資
会
社
や
仏
具
店
か
ら
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
入
り
の
封
筒
が
自
宅
に
届
き
、
そ
の

後
、
別
の
業
者
が
「
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
買
い
取
り
た
い
」
ま
た
は
「
掲
載
さ
れ

た
商
品
を
購
入
し
て
く
れ
れ
ば
、
さ
ら
に

高
値
で
買
い
取
り
ま
す
よ
」
と
、
電
話
で

勧
誘
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
劇
場
型
詐
欺

と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
悪

質
商
法
で
す
。
購
入
し
た
後
、
買
い
取
っ

て
も
ら
お
う
と
業
者
に
連
絡
し
て
も
音
信

不
通
と
な
る
た
め
、
実
際
に
買
い
取
り
が

実
行
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
今
ま
で
に
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

【
具
体
例
】

・
仏
像
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
同
封
さ
れ
た

白
い
封
筒
が
届
き
、
別
の
業
者
か
ら
「
私

達
の
代
わ
り
に
そ
の
仏
像
を
購
入
し
て
も

ら
え
ば
、
高
値
で
買
い
取
り
ま
す
」
と
電

話
が
あ
っ
た
。
購
入
す
る
つ
も
り
は
な
い

と
断
っ
た
ら
「
仏
師
に
失
礼
だ
」
と
怒
鳴

ら
れ
、
怖
く
な
っ
た
。

・
緑
色
の
封
筒
が
届
い
た
後
で
、
「
風
力

発
電
事
業
の
投
資
の
案
内
が
あ
っ
た
は
ず

だ
が
、
投
資
の
権
利
を
当
社
で
譲
り
受
け

た
い
の
で
、
申
込
書
に
記
載
し
て
送
り
返

し
て
ほ
し
い
」
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

・
自
宅
あ
て
に
何
回
も
「
数
日
後
に
白
い

封
筒
が
届
く
は
ず
な
の
で
、
届
い
た
ら
封

筒
を
転
送
し
て
ほ
し
い
。
お
礼
に
３
万
円
分

の
商
品
券
を
送
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
封
筒
を
買
い
取
る
と
い
う
電
話
が
あ
っ
て

も
、
絶
対
に
応
じ
な
い
。

（
個
人
名
を
利
用
し
て
無
断
で
購
入
さ
れ
、
代

金
を
請
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
）
。

○
封
筒
は
捨
て
て
し
ま
っ
て
か
ま
わ
な
い

が
、
気
に
な
る
場
合
は
、
警
察
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
で
相
談
す
る
。

○
ト
ラ
ブ
ル
は
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
る
。

少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
場
合
は
、
家
族
や

周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
す
る
。

○
く
り
か
え
し
電
話
で
勧
誘
す
る
業
者
も
い

る
が
、
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
、
は
っ
き
り
断

る
意
思
を
相
手
に
示
す
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
な
ど
で
不
審
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課
　
市
民
相
談
室
　
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
係
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
内
）
佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎ 

57
―
８
１
４
３

「
不
審
な
封
筒
に
気
を
つ
け
て
！
」

　
　
　
　
劇
場
型
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
　

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

生活情報　
　　さ ど

生活情報　
　　さ ど

生活情報　
　　さ ど
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平
成
24
年
度
で
創
立
１
３
７
周
年
を

迎
え
た
赤
泊
小
学
校
の
教
育
目
標
は
、

「
じ
ょ
う
ぶ
な
体
　
き
れ
い
な
心
　
力

い
っ
ぱ
い
　
精
い
っ
ぱ
い
」
で
す
。
現

在
、
児
童
数
は
88
名
で
す
。

  

赤
泊
港
か
ら
発
着
す
る
高
速
船
あ
い
び

す
を
眺
め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き

く
豊
か
な
気
持
ち
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
と
床
暖
房
が
完
備
さ
れ
た
新
校

舎
に
な
っ
て
７
年
で
す
。
平
成
22
年
に
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
、
環
境
に

配
慮
し
た
校
舎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
学
習
発
表
会
】

　
毎
年
、
赤
泊
の
郷
土
芸
能
「
赤
泊
小

唄
」
と
「
鬼
太
鼓
」
を
発
表
し
て
い
ま

す
。

 
 

「
赤
泊
小
唄
」

は
、
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
踊
り

方
や
振
り
付
け
、

歌
詞
の
意
味
を
教

え
て
も
ら
い
ま

す
。
衣
装
の
準
備

や
着
付
け
は
保
護
者
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
「
鬼
太
鼓
」
は
、
６
年
生
が
発
表
し

て
い
ま
す
。
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
10
回

以
上
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
全
体
の
構
成
か

ら
太
鼓
や
横
笛
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
て
も

ら
い
ま
す
。
平
成
22
年
に
は
初
め
て
「
鬼
太

鼓
」
に
合
わ
せ
て
「
大
獅
子
」
の
演
出
を
試

み
、
大
好
評
で
し
た
。

【
民
話
語
り
・
読
み
聞
か
せ
】

　
１
月
の
「
お
話
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
「
民

話
の
里 

赤
泊
」
の

特
色
を
生
か
し
て

民
話
語
り
の
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

３
名
の
語
り
部
か

ら
、
低
・
中
・
高

学
年
に
分
か
れ
て

民
話
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
３
・
４
年
生
の
総
合
学
習
で

は
、
語
り
部
か
ら
民
話
語
り
を
教
え
て
も

ら
い
、
保
護
者
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
名
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
、
年
７
回
、
学
年
ご
と
の
読
み
聞

か
せ
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
読
み
聞
か
せ
の
時
間
が
と
て
も
楽
し

み
で
、
目
を
輝
か
せ
て
聞
い
て
い
ま
す
。

図
書
室
の
飾
り
付
け
や
図
書
の
整
理
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
読
書
活
動
・
読
書

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 
 

「
海
こ
そ
よ
け
れ
赤
泊
　
山
こ
そ
よ
け

れ
赤
泊
　
人
こ
そ
よ
け
れ
赤
泊
」
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
赤
泊
小
学
校
は

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
両
津
支
所

内
）
☎
23
―
４
８
９
８

鬼太鼓と大獅子

民話語り

島原国際会議の様子

　
５
月
11
日
か
ら
４
日
間
に
渡
っ
て
「
第

５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」

が
長
崎
県
の
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
、
世
界
31
か
国
５
９
３
名
の
ジ
オ

パ
ー
ク
関
係
者
が
島
原
半
島
に
集
結
し
ま

し
た
。
文
化
や
言
語
が
違
う
参
加
者
が

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
各
国
で
の
取
組
や
こ
れ
か
ら
目
指
す

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
多
角
的
に
意
見
を

交
わ
す
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
「
世
界
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
平
成
16
年
に
設

立
さ
れ
、
平
成
20
年
に
は
加
盟
し
て
い
る

地
域
は
18
か
国
57
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
８
年
が
経
っ
た
平
成
24
年
現

在
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
加
盟
し
て
い
る

地
域
は
、
27
か
国
89
地
域
ま
で
に
増
え
ま

し
た
。
割
合
を
見
る
と
、
国
家
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
中
国
と
地
方
自
治
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
多
く
集
中
し
て
い

ま
す
。

　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
最
初
に
認
定
さ
れ

た
地
域
の
１
つ
で
あ
る
中
国
の
雲
台
山
ジ

オ
パ
ー
ク
や
今
も
噴
火
を
続
け
る
イ
タ
リ

ア
の
シ
チ
リ
ア
島
東
部
の
エ
ト
ナ
山
な
ど

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
、
そ
し
て
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目

指
し
て
推
進
事
業
を
進
め
て
い
る
佐
渡
で
す

が
、
世
界
の
国
で
お
手
本
に
あ
る
国
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
韓
国
の
済
州
島
で
す
。
平

成
22
年
に
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

済
州
島
は
、
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
比
較
的
新
し
い
島
で
火
山
が
作
り
出
し
た

美
し
い
風
景
や
地
質
学
的
に
も
価
値
の
高
い

独
特
の
地
形
な
ど
が
自
然
の
ま
ま
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
に
世
界
自

然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
世
界
遺
産
が
融
合
し
た
島

で
あ
る
済
州
島
か
ら
、
佐
渡
が
学
ぶ
こ
と
は

多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
⑯

☆
世
界
に
広
が
る

　
　
　
ジ
オ
パ
ー
ク

チ
ェ
ジ
ュ

佐
渡
市
立
赤
泊
小
学
校
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相
川
地
区
公
民
館
で
は
、
７
月
１
日（
日
）、

相
川
多
目
的
広
場
及
び
金
泉
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
会
場
に
、『
第
46
回
相
川
地
区
分
館
対

抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
試
合
開
始
直
後
か
ら
小
雨
の
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
８
分
館
（
12
チ
ー

ム
）が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ホ
ー

ム
ラ
ン
や
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
豪
快
な
空
振
り
や
珍
プ
レ
ー
で
笑

い
の
た
え
な
い
、
熱
く
・
楽
し
い
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
、
多
目
的
会
場
で
は
、
大
会
連

覇
中
の『
稲
鯨
分
館
』を『
二
分
館
』が
破
り
、そ

の『
二
分
館
』を『
四
分
館
Ｂ
』が
破
る
と
い
う
、

波
乱
の
展
開
と
な
り
ま
し
た
。金
泉
小
学
校

会
場
で
は
、雨
天
に
よ
り
一
部
組
合
せ
を
変
更

し
て
試
合
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
最
終
的

に
は
順
位
な
し
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
分
館
、
そ
し
て

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。大
会
終

了
後
も
場
所
を
移
し
、【
熱
戦
】
は
夜
遅
く
ま

で
続
い
た
よ
う
で
、色
ん
な
意
味
で
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
良
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
（
月
）、
羽
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
「
第
15
回
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

は
も
ち
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
緑
の
そ
よ
風
が
吹
く
好
天
の

中
、
羽
茂
地
区
の
老
若
男
女
が
大
勢
参
加
し
、

羽
茂
独
特
の
柿
の
コ
ン
テ
ナ
運
び
や
、
恒
例

の

玉

入

れ
・
綱

引

き
・
人

生

リ

レ
ー
等
12
種
目

の
競
技
を
行
い

ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
、
真

剣
に
そ
し
て
和

気
あ
い
あ
い
と

競
い
合
い
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

第
46
回
相
川
地
区
分
館
対
抗

　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
相
川
地
区
）

第
15
回
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
は
も
ち（
羽
茂
地
区
）

　佐渡市の図書館では、雑誌のバックナンバーの貸出しを

行っています。雑誌も本と同様に、窓口や図書館ホームペー

ジ、図書館内の利用者開放端末から予約できます。受取館を

ご指定いただくことで、お近くの図書館へのお取り寄せがで

きます。

【新しい雑誌が入りました！】
《中央図書館》

・東京人（月刊）

・ＣＲＥＡ　ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ（季刊）

《両津図書館》

・安心（月刊）

　知って便利！　図書館活用術　
Ｑ　図書館のホームページの便利な使い方を教えて！

Ａ　図書館のホームページ上から次のことができます。

　　①借りたい資料の予約

　　②予約している資料や借りている資料の確認

　　③予約している資料のキャンセル

　　（ホームページ上からのキャンセルができない場合もあります。）

　　④新着案内配信サービス

　これらのサービスを利用するには、あらかじめ、図書館

の窓口において、利用者登録とパスワードやメールアドレ

スの登録をする必要があります。（パスワードやメールア

ドレスの新規登録はホームページ上からはできませんので

ご注意ください。）

【上半期ベストリーダ５】
佐渡市の図書館全体で 2012 年上半期にもっとも
読まれた本ベスト５です。
１ 「マスカレード・ホテル」東野圭吾 著　集英社
２ 「麒麟の翼」東野圭吾 著　講談社
３ 「１Ｑ８４　ＢＯＯＫ１」村上春樹 著　新潮社
４ 「新参者」　東野圭吾 著　講談社
５ 「１Ｑ８４　ＢＯＯＫ３」村上春樹 著　新潮社
＊この他にも「謎解きはディナーのあとで」「小暮写
真館」など人気作家の著書やドラマや映画の原作
本などが上位にランクインしています。

【上半期雑誌ベストリーダ５】
佐渡市の図書館全体で 2012 年上半期にもっとも
読まれた雑誌のタイトルベスト５です。
１ 婦人公論
２ オレンジページ
３ クロワッサン
４ すてきな奥さん
５ レタスクラブ

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4185
（両津支所内）
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首都圏真野人会 創立30周年記念総会を開催！
　去る 6月17日（日）「すみだリバーサイドホール」を会場に首都圏

真野人会 創立30周年記念総会・懇親会が開かれ、来賓42名を含む

総勢272名の方々が参加された。

　逸見正平会長挨拶では、「会員親睦の輪を広めるとともに、ふるさ

と真野地区との絆を一層深めていこう」と話され、姉妹都市国分寺

市滝沢一喜水泳協会長をお招きしてご臨席いただいたこと、真野と

の繋がり等紹介された。

　来賓として、甲斐元也佐渡市長、髙野宏一郎前佐渡市長、摩尼義

晴首都圏佐渡連合会長、川村敏夫東京新潟県人会副会長等からご挨

拶があり、また、東京新潟県人会様より 30周年を記念して県人会へ

の協力に対する「感謝状」の授与があつた。

　「記念講演」は三浦基裕氏（前日刊スポーツ新聞社長・四日町出身）

による“プロ野球界よもやま話”と題する球団のホットなウラ情報あ

れこれ。「懇親会」ではまず来賓の鈴木信宏真野行政サービスセンター

長、滝沢一喜国分寺市水泳協会長、曽我ひとみさん（帰国後上京の折、

真野人会役員が警備のお手伝いをした経緯で今回お祝いに）、等から

お祝いの言葉があった後、池田克己真野商工会長による乾杯のご発

声で懇親会がスタートした。

　余興に入り「大黒舞」や、真野商工会女性部員が佐渡おけさ、大真

野音頭などの「郷土民謡」をそれぞれ衣装を替えて踊り、地方(じかた )

は在京の若波会が担当。真野カラオケ会によるのど自慢披露から、

豊田出身の歌手「山田実ショー」へ。祖国への思いを歌ったオリジナ

ル曲“異国の風 ”では曽我ひとみさんもステージ上で聞き入る。（先

の曽我ひとみさんの挨拶で“佐渡が大好き、真野が大好き”と感動の

メツセージがあり）ステージ前ではカメラの砲列が見られた。最後

にみんなで「故郷」を合唱、永井俊作副会長の閉会挨拶で散会した。

　　　　　　　　　　　　　 （文責：佐渡市東京事務所　名畑榮雄）

　カナダ生まれの子育て支援プログ

ラムを利用して、子育て支援講座を

開催します。

　みんなで悩みや関心のある事を話

し合いながら、自分にあった子育て

の仕方を学びます。

対象　0歳から５歳までの子どもを
　　　持つ親

定員　10名
★国仲地区
時期　9月18日（火）～週1回（計7回）
　　　午前10時～正午

会場　畑野母子健康センター
★相川地区
時期　9月20日（木）～週1回（計7回）
　　　午前10時～正午

会場　あいかわ開発総合センター
参加費　1人700円
申込期限　9月10日（月）
なお、詳細はお問い合わせください。

申込み・お問い合わせ
市役所社会福祉課　児童家庭支援セ

ンター

☎63―5222　ファックス63―5223

※両津地区、南部地区については11

月に開催予定です。

逸見会長挨拶 会場風景

完璧な親なんていない！

子育て講座 ＮＰプログラム
２地区で開催

【佐渡地域振興局よりお詫びと訂正】
県民だより夏号の４ページ目のトピッ
クスで、一部誤りがありました。写真の
説明文の「村松かなさん」は、正しくは
「松村かなさん」です。お詫びして訂正
いたします。
◆佐渡地域振興局企画振興部
　☎74―3129

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
　

★
面
談
方
式
で
す
。

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
27
日（
月
）〜
31
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時
　
　
　

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
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贈
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続
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権
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設
定
等
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続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等

の
登
記
問
題

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て

の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借

家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
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申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
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調
停
、
訴
訟
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自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申

し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、

隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、

離
婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続

き
・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等

　（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺

贈
・
死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産

管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55
―
３
１
１
７

首都圏情報コーナー
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 6.12～7.9届出

6.2

6.5

6.9

6.15

6.16

6.19

6.21

6.12

6.15

6.22

6.23

7.2

淳一

隆寿

智行

誠

敏秀

理一郎

真一

絵理子

健弘

一

直仁

哲夫

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

佐和田

　〃

　〃

　〃

両津夷

加茂歌代

加茂歌代

加茂歌代

加茂歌代

両津湊

梅津

相川材木町

市野沢

八幡町

長木

市野沢

（えり）

（りおん）

（あい）

（あやめ）

（りた）

（ようたろう）

（りゅうと）

（さゆ）

（さくと）

（かい）

（れいや）

（かなみ）

川　上　愛　恵

榎　　　莉　遠

神　　　　　愛

余　田　愛　芽

山　岸　里　多

塚　本　葉大郎

片　岡　竜　翔

有　井　咲　結

本　間　咲　翔

川　端　華　依

石　見　玲　哉

海　老　奏　実

6.6

6.12

6.14

6.15

6.15

6.17

6.18

6.18

6.21

6.23

6.24

6.25

6.25

6.26

6.28

6.29

7.6

7.8

6.13

6.19

6.20

6.21

6.21

6.23

6.27

7.4

6.23

6.24

6.30

6.30

6.18

6.21

6.22

87

67

76

85

89

85

92

87

93

56

78

85

59

96

78

82

97

93

77

79

85

100

77

89

95

87

92

74

79

65

86

81

85

両　津

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

相　川

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佐和田

　〃

　〃

　〃

金　井

　〃

　〃

赤玉

河崎

両尾

加茂歌代

岩首

原黒

両津夷

北立島

両津夷新

久知河内

羽吉

両津湊

両津夷

椿

河崎

水津

黒姫

梅津

相川下戸村

相川羽田村

北片辺

相川四町目

戸地

北川内

北立島

相川下戸村

河原田諏訪町

河原田本町

河原田本町

沢根炭屋町

中興

金井新保

金井新保

山　本　利　一

濱　本　利　夫

髙　村　明　治

榎　　　一　江

松　田　松　藏

藤　井　松太郎

本　間　ミ　エ

渡　辺　トシオ

中　田　トシエ

菊　池　　　正

堀　　　シズエ

髙　野　　　誠

野　本　幸　彦

川　上　ヒサ子

松　木　義　勝

北　野　コ　メ

本　間　シ　カ

市　橋　サカヱ

倉　田　ヒ　デ

川　﨑　七太郎

濱　潟　一　成

福　田　シツヱ

山　本　　　武

本　間　フレ子

京　家　ウ　メ

磯　西　久　子

藤　木　義　男

小　林　ユキヱ

白　須　秀　夫

本　間　義　三

江　口　イ　ク

渡　邉　美　枝

関　根　テ　ル

6.22

6.28

7.1

7.5

6.12

6.13

6.23

6.24

6.25

6.29

6.15

6.18

7.3

7.3

7.6

6.13

6.13

6.16

6.24

7.4

7.6

6.14

7.4

7.7

6.12

6.13

6.14

6.24

6.26

6.27

7.5

7.7

7.9

91

99

92

87

100

76

76

81

87

84

81

89

88

90

83

85

55

88

93

86

92

99

68

79

68

98

91

60

92

98

84

92

91

金　井

　〃

　〃

　〃

新　穂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

畑　野

　〃

　〃

　〃

　〃

真　野

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小　木

　〃

　〃

羽　茂

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

赤　泊

　〃

金井新保

水渡田

貝塚

三瀬川

新穂舟下

新穂北方

上新穂

新穂舟下

新穂正明寺

新穂井内

畑野

畑野

畑野

寺田

畑野

金丸

豊田

竹田

西三川

真野大川

真野新町

小木町

沢崎

宿根木

羽茂本郷

羽茂小泊

羽茂村山

羽茂小泊

羽茂村山

羽茂大橋

羽茂上山田

徳和

下川茂

仲　川　芳　雄

岩　井　ヒ　サ

天　池　フ　ミ

伊　藤　ホマレ

本　間　アヤメ

市　橋　孝　司

関　川　純　二

本　間　忠　雄

本　多　ハツエ

本　間　八代子

髙　橋　利　一

本　間　　　　

熊　谷　トシ子

相　田　　　清

今　井　典　子

安　藤　長　次

今　城　　　強

松　本　忠三郎

金　子　チ　ヱ

本　間　寅　雄

臼　杵　イ　ト

佐　藤　リ　ツ

本　間　豊太郎

青　木　幸　市

金　津　三　春

笠　井　寅　藏

葛　間　壽　一

葛　西　和　子

出　口　イ　シ

髙　野　ヨ　シ

大　倉　ハル子

安　藤　富士夫

佐々木　新一郎

6.4

6.8

6.9

6.21

6.7

6.23

6.25

6.28

6.21

6.23

6.25

6.28

哲

芳淳

良

俊彦

慎太郎

高吉

貴祥

敬和

佑樹

博明

裕希

裕行

金　井

　〃

　〃

　〃

新　穂

畑　野

　〃

　〃

真　野

小　木

　〃

羽　茂

千種

大和

泉

千種

下新穂

宮川

多田

畑野

真野新町

小木

田野浦

羽茂本郷

（あける）

（このか）

（えいすけ）

（やひこ）

（りょうま）

（ゆい）

（なるみ）

（まゆ）

（つぐみ）

（みのり）

（ひとみ）

（ともあき）

本　間　　　明

髙　野　心　香

青　柳　瑛　佑

水　島　弥　彦

椎　井　龍　真

本　間　結　衣

波多野　成　実

星　野　真　悠

永　井　つぐみ

井　藤　みのり

本　間　仁　美

北　嶋　友　瑛

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命 日 
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　学校給食では、食育の推進

と、地場産物の使用拡大を目

指し「地産地消」に取り組んでいます。６月に市内小・中

学校で「第１回佐渡市学校給食統一献立」が実施され、こ

の日の佐渡産食材は、米・牛乳・鯵・米粉・小松菜・トマ

ト・ミルクプリンでした。

　「佐渡市学校給食統一

献立」は、佐渡市が自給

自足の宝庫であり、ま

た、食育の観点から地場

産食材を活用して年３回

実施するものです。

　今年度の実施テーマ

は、佐渡市食育推進計画

の重点施策である「早

寝・早起き・朝ごはんで生活リズムを改善しよう」です。

　そして、「統一献立」実施は、地場産物を活用すること

で、食べ物や生産に関わる人々への感謝の気持ちを育み、

郷土を愛する気持ちを養うことを目的の一つにしていま

す。

　畑野小学校４年生のクラスでは、給食に先立ち、栄養教

諭の先生より献立に使用された鯵に関連したお話を聞き、

給食に関わってくれた人へ感謝の心をこめて５秒間手を合

わせ「いただきます」をして、給食を食べました。

●作り方
①　キャベツは電子レンジ
で１～２分加熱して少し柔ら
かくする。（茹でても可）
②　①のキャベツと大葉を
せん切りにする。
③　ボウルにマヨネーズ、味
噌、砂糖、すりごまを合わせ、
水気を絞ったキャベツと大葉
を入れて、よく混ぜ合わせる。
④　器に盛り、お好みで白ご
まをふる。

朝食メニュー
●ごはん ●みそ汁 ●豆

腐のおかか焼き●キャ

ベツと大葉のマヨ味噌

和え（佐渡産）●果物

有機栽培・無農薬にこだわる　青じそ職人

大澤　清二 さん（宮川）

親子会食の様子

ごはん・牛乳・アジのフレッシュ
トマトマリネ・納豆和え・みそ汁
・ミルクプリン

　薬味や刺し身のつまとして利用

される青じその葉は、ビタミン、ミ

ネラル分が多く、栄養豊富な野菜

です。特にカロテンとビタミンＢ2、

カルシウムの量は野菜のなかでもトップクラスと言われています。

　親の代から続けている赤じそ作りに加えて、新たに青じそ栽培に

取り組み始めたという大澤さん。「人とは違ったもの、新しいものに

挑戦したいという気持ちが常にあり、青じそを試してみた。参考書も

たくさん読み、自分なりに作ってみているが、まだ納品するほどの腕

はない。」と謙遜しながらも、畑には太陽の光を一身に浴びて大き

く育っている青じそが印象的でした。山菜作りにも取り組んでいる

大澤さんは、「作物にはそれに合った環境作りが大事。条件を満た

せばきちんと育ってくれる。農業は成果が出るから楽しい。」と言い

ます。作物自身の育つ力を信じて、有機栽培、無農薬にこだわって

いるそうです。

　現在は、青じその葉を使った新しい加工品が生み出せないか考

えているとのこと。「人と変わったことをして失敗もするけど、作った

ものが評価されることを楽しんで、今後も挑戦していきたい。」と語

っていました。

●材料（１人分）
・キャベツ　１枚
・大葉　　　５枚
・マヨネーズ  大さじ1/2
・味噌　　　小さじ2/3
・砂糖　　　ひとつまみ
・すりごま　小さじ1/2
・白ごま　　お好みで

けんそん

簡単！朝食レシピ

旬の仕事人
～地産地消で佐渡を元氣にしよう！～

とれたて！

青じそ（大葉）

学校給食
チオシイ

食育 元気⑤
笑顔まるごと！
シリーズ

キャベツと大葉のマヨ味噌和え

畑野小学校
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市の面積　855.33㎢（平成23年10月1日）　市の海岸線280.3km（平成21年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

《特定外来生物》をご存知ですか？

　佐渡のジオパークの推進事業に活用する公式ロゴマークを募集したところ、全国か
ら多数のご応募をいただき誠にありがとうございました。審査の結果、近藤勇人さん
（佐渡市梅津在住）の作品が最優秀賞に選ばれました。
　公式ロゴマークは、海（青）と大地（緑）と、それに育まれた花々とトキのデザイン
を組み合わせ、佐渡の豊かな自然のイメージを表現したもので、加えて「花の金色」
は佐渡金銀山を、「青い巴」の形は佐渡の伝統芸能（鬼太鼓）をそれぞれイメージし、
自然と人の結びつきを同時に表現したデザインとなっています。

「特定外来生物」とは？
　外来生物（海外起源の外来種）であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、または及ぼす
おそれがあるものの中から指定されます。
　「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」により、指定のある動植物については、飼育・栽
培・保管・運搬・販売・譲渡・輸入が原則として禁止されています。
　違反した場合、個人の場合懲役3年以下もしくは300万円以下の罰金 ／ 法人の場合1億円以下の罰金に該当します。

「要注意外来生物」とは？
　法による規制の対象外であるが、すでに日本に持ち込まれ、
生態系に悪影響を及ぼすおそれのある動植物が指定されています。

◆市役所社会教育課　ジオパーク推進室 ☎23―2101

毎月第1・3金曜 午後5時から  ＣＮＳ情報番組「さどチャン」内で放送中！

投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を書いてお送りください。
　　　　　(お名前はペンネームでもかまいません)
　※メール　help@city.sado.niigata.jp　　※FAX  51-2040
　※ハガキ　〒952-0318 佐渡市真野新町489番地 CNSテレビ
　　　　 　「助けてドクター!」係　まで
○佐渡総合病院、両津・相川病院に投稿ポストを設置しています！
　こちらもご利用ください。　
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

アドレス psc1.sado@fofa.jpに空メールを
送ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

佐渡市メール配信サービス
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

　観光イベント情報、くらしの情報

お問い合わせ  市役所地域振興課（情報政策係）☎63-5139

「助けてドクター！」「助けてドクター！」 子どもからお年寄りまで、
あらゆる世代の身体や病気のお悩みを解決します！ 

オオクチバス
（ブラックバス）

オオキンケイギク
（花期は6月-7月頃）

オオハンゴンソウ
（花期は7月-8月頃）

セイタカアワダチソウ
（花期は10月-11月頃）

※佐渡市では、現在、「要注意外来生物」である
「セイタカアワダチソウ」が特に繁殖してい
ます。日本固有の植物の生育を阻害する傾
向が見られますので、所有地での開花前の
抜き取り等のご協力をお願いします。

 
 

ジオパーク、公式ロゴマーク決定！！
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